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「
災
害
時
見
守
り
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て

�

災
害
時
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
預
貯
金
な
ど
の
金

額
が
基
準
額
以
下
の
人
を
対
象
に
、
施
設

な
ど
を
利
用
す
る
際

の
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

■
軽
減
の
対
象
と
な
る
費
用

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
）
入
所
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
の
、

食
費
と
居
住
費（
滞
在
費
）で
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時

の
費
用
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
軽
減
額
は
対
象
者
の
収
入
や
利

用
す
る
施
設
の
居
室
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
軽
減
を
受
け
る
に
は

　

市
に
申
請
し
て
軽
減
の
対
象
者
と
し
て

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
介
護

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
預
貯
金
通
帳

な
ど
の
申
請
日
直
近
２
か
月
以
内
の
残
高

が
確
認
で
き
る
書
類
（
配
偶
者
が
い
る
人

は
配
偶
者
名
義
の
書
類
も
必
要
）、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持

参
し
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
減
の
対
象
者
に
は
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
施
設
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

■
認
定
証
の
有
効
期
間
と
更
新
手
続
き

　

認
定
証
の
有
効
期
間
は
、
申
請
月
の
初

日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
な
お
、
平
成
30
年
度
に
認

定
を
受
け
て
い
た
人
に
は
、
６
月
中
旬
に

更
新
申
請
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
認
定
証

は
７
月
末
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は
、

直
接
施
設
に
送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
室

　

�

☎
53
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
３
４
１
１
、
３
４
１
２
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

　

近
年
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
災
害
時
に
１
人
で
は

避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者
や
障
が

い
者
（
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
）
に

対
す
る
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

■
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
と
は

　

地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
の
際
に
、
自

力
で
の
避
難
が
困
難
な
要
支
援
者
を
地
域

の
助
け
合
い
で
守
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
い
い
ま
す
。

　

要
支
援
者
を
災
害
か
ら
守
る
に
は
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
町
内
や
集
落

な
ど
の
自
治
会
、
自
主
防
災
会
で
事
前
に

話
し
合
い
、「
支
援
す
る
側
」
と
「
支
援
さ

れ
る
側
」
と
で
お
互
い
に
申
し
合
わ
せ
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
災
害
時
見
守
り
カ
ー
ド
の
作
成

　

災
害
時
に
要
支
援
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
支

援
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
同
意
を
得
た

上
で
、
体
の
状
態
や
病
気
の
有
無
、
緊
急

連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
確
認
し
、
避
難
時

の
支
援
体
制
な
ど
を
事
前
に
決
め
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
「
災
害

時
見
守
り
カ
ー
ド
」
に
ま
と
め
、
市
、
自

治
会
（
区
長
）、
民
生
委
員
で
情
報
を
共
有

し
、
災
害
時
に
備
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
新
た
な
要
支
援
者
の
把
握

や
見
守
り
カ
ー
ド
作
り
を
自
治
会
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
行
う
予
定
で
す
。

■
顔
の
わ
か
る
人
と
の
助
け
合
い

　

災
害
時
に
は
、

要
支
援
者
は
孤

立
し
不
安
に
な

り
ま
す
。
こ
ん

な
時
に
頼
り
に

な
る
の
が
町

内
・
集
落
の
顔

の
分
か
る
人
同

士
や
ご
近
所
と
の
助
け
合
い
で
す
。

　

普
段
の
生
活
か
ら
地
域
の
人
と
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

助
け
合
い
の
力
を
高
め
、
災
害
時
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
０
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
申
請
の
お
知
ら
せ


